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原
発
事
故
に
よ
り
多
く
の
住
民
が
区

域
外
に
避
難
し
た
福
島
県
相
双
地
区

は
、
昨
年
９
月
ま
で
に
一
部
を
除
い
て

避
難
指
定
が
解
除
さ
れ
た
も
の
の
、
子

ど
も
を
も
つ
住
民
な
ど
少
な
く
な
い

人
々
が
区
域
外
へ
転
出
し
た
ま
ま
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
転
出
者
の

中
に
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム（
以
下
、

「
特
養
」）
の
介
護
職
員
等
も
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
震
災
前
か
ら
施
設
に

入
所
し
て
い
た
人
々
や
居
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
人
々
の
多
く

は
、
帰
郷
し
て
元
の
施
設
や
居
宅
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い

ま
す
が
、
介
護
職
員
等
が
不
足
し
て
い

る
た
め
に
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で

き
ず
、
特
養
で
も
ベ
ッ
ド
の
一
部
を
使

用
で
き
な
い
状
況
で
す
。
現
地
の
施
設

で
も
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
研
修
等
を
開
催

し
て
職
員
の
補
充
に
努
め
て
い
ま
す

が
、
必
要
な
職
員
数
を
確
保
で
き
ず
、

ま
た
、新
任
職
員
も
十
分
に
「
戦
力
化
」

す
る
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
を
受
け
て
全
国
社
会
福
祉
施
設

経
営
者
協
議
会
（
以
下
、「
全
国
経
営

協
」）
で
は
、
会
員
法
人
か
ら
応
援
職

員
の
派
遣
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
、
そ

の
第
１
陣
と
し
て
、
本
年
６
月
か
ら
９

月
ま
で
の
16
週
間
、
本
県
の
(福)
中
心
会

を
含
む
４
法
人
（
他
に
福
岡
県
・
北
海

道
・
福
島
県
福
島
市
）
か
ら
応
援
職
員

が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
(福)
中
心
会
で
は
16
週
間
の
担
当
期
間

に
つ
い
て
、
８
名
の
職
員
で
２
週
交
代

の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
ま
し
た
。

　
現
地
は
も
と
も
と
賃
貸
ア
パ
ー
ト
の

少
な
い
農
村
地
域
で
あ
る
上
、
わ
ず
か

な
ア
パ
ー
ト
も
復
興
事
業
関
係
者
が
先

に
入
居
し
て
い
た
の
で
、
当
初
の
職
員

は
約
60
㌔
離
れ
た
宮
城
県
角
田
市
か
ら

片
道
１
時
間
半
を
か
け
て
自
動
車
を
運

転
し
て
通
勤
し
ま
し
た
が
、
全
国
経
営

協
が
地
元
の
社
会
福
祉
法
人
理
事
長
の

私
有
地
の
無
償
貸
与
を
得
て
仮
設
宿
舎

（
最
大
10
名
入
居
可
能
）
を
建
設
し
、

８
月
か
ら
使
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ

の
建
設
費
に
は
全
国
経
営
協
が
昨
年
会

員
法
人
か
ら
集
め
た
「
災
害
支
援
特
別

会
費
」
の
ほ
ぼ
全
額
（
約
３
７
０
０
万

円
）
が
充
当
さ
れ
ま
し
た
。

　
(福)
中
心
会
で
は
昨
年
も
３
月
下
旬
か

ら
９
月
下
旬
ま
で
、
40
人
（
延
べ
３
０

０
人
・
日
）
以
上
の
職
員
が
、
宮
城
県

気
仙
沼
市
・
岩
手
県
陸
前
高
田
市
・
同

県
大
槌
町
・
同
県
山
田
町
等
で
活
動
し

た
実
績
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
放
射

線
と
い
う
目
に
見
え
な
い
恐
怖
を
前
に

（
も
ち
ろ
ん
安
全
が
確
認
さ
れ
て
、
住

民
も
ふ
つ
う
に
生
活
し
て
い
る
地
域
で

す
が
）
職
員
の
協
力
が
得
ら
れ
る
か
ど

う
か
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

介
護
職
や
看
護
職
出
身
の
施
設
長
等
が

率
先
し
て
現
地
入
り
す
る
こ
と
で
他
の

職
員
も
快
く
派
遣
に
応
じ
て
く
れ
、
心

配
は
杞
憂
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　
(福)
中
心
会
の
応
援
活
動
は
ひ
と
ま
ず

９
月
下
旬
で
終
了
し
、
千
葉
県
の
法
人

に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
が
、
同
地
域
の

施
設
の
体
制
が
完
全
に
整
う
に
は
ま
だ

か
な
り
の
時
間
を
要
し
ま
す
。
全
国
経

営
協
で
は
今
後
も
、
全
国
の
社
会
福
祉

法
人
の
協
力
を
得
て
、
被
災
地
域
に
応

援
職
員
の
派
遣
を
進
め
ま
す
。

 
（
（福）
中
心
会
）

福
島
県
内
の
特
養
へ

応
援
職
員
を
派
遣・宿
舎
を
建
設

職員２名が生活できる仮設宿舎４戸、既存建物を改修し
た１戸を整備し、10人前後を派遣できるように調整を進
めてきました

共同募金運動にご協力を！ 平成24年度寄付金配分計画
合計額：12億2,300万円　今年で66回目となる〝赤い羽根〟共同募金運動

が10月１日からスタートしました。
　12月31日までの3カ月にわたって展開されます。
　共同募金は、民間の社会福祉施設や団体が行う
事業を支援するための大切な財源です。
　また、昨年に引き続き、被災地でのボランティ
ア活動もサポートしていきます。
　今年も目標額の12億2,300万円を上回る資金援
助の要望が本会に寄せられています。
　皆さんの温かいご協力をお願いします。
 （県共同募金会　☎045-312-6339）

市区町村社会福祉協議会
3億3,217万円

民間社会福祉施設
1億5,000万円

障害者地域作業所
7,350万円

社会福祉団体
4,600万円在宅福祉サービス団体

4,800万円

年末たすけあい援護活動
3億9,770万円

災害時の準備金として
3,669万円

広報資材の作成経費など
8,167万円

地域ごとの共同募金事業
5,727万円


